
実現に向けた具体的手段
実施する事務事業を
考える上での基準

まちづくり実行計画を踏まえた事業展開

（予算）

１０年間
（平成２５～３４年）

まちづくり構想

市民・事業者・行政がまちづくりを進めていく上で共有で
きるありたい将来のまちの姿。 ⇒別紙①

ありたいまち

「ありたいまち」をめざして、ともにまちづくりを進めて
いく上で、大切にしていく基本的な考え方・取組みの姿勢。
⇒別紙②

まちづくりの進め方

５年間
前期計画：平成２５～２９年
後期計画：平成３０～３４年

施策ごとの取組方針

施策体系

行政運営の視点

まちづくり実行計画

「ありたいまち」は、施
策目的を考える上での基

準
実現に
向けた手段

「まちづくりの進め方」は、
施策を展開する上で
共通する考え方

■中間答申に示された考え方

社会経済情勢
財政収支見通し

■新たな総合計画の構成イメージ

中間答申を踏まえた新たな総合計画のコンセプトと構成イメージ
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・一定期間で見直し（改定）ができるような基本計画を策定する。
（P.8）

（P.○）は総合計画審議会中間答申
における記載ページ。

・ビジョンを共有し、役割分担ができる計画とする
・計画を推進するマネジメントの仕組みを構築する
・市民に分かりやすく、職員にとって使いやすい計画とする

（P.9）

・まちづくりの方向性に示したような共有すべき考え方（理念）
をまとめたうえで、各分野において目指すべき姿等について
議論をすすめるとともに、理念に基づく施策の重点化方向を
整理する。（P.7）

・将来像に向けたまちづくりの理念の明確化とそれに基づく施策
の重点化を図る。（P.7）
・各主体とビジョンを共有し、ともにまちづくりを進めていくための
計画とする。（P.8）
・今後の財政収支見通しを十分考慮し、行財政改革を組み込ん
だ計画とする。（P.8）

平成２２年１０月８日
尼崎市総合計画審議会資料②

・その下に基本計画を具現化するための事業展開を示す単年度
を基本とする事業計画（施策別予算）を策定する。（P.8）

・将来展望をイメージできる計画とするために、尼崎市の地域
特性を踏まえながら、前述のまちづくりの方向性※に示した
ような共有すべき 考え方（理念）をまとめる。（P.7）
※「前述のまちづくりの方向性」 ⇒ 「5つの地域社会」（P.7）
・各主体とビジョンを共有し、ともにまちづくりを進めていくため
の計画へ近づける。 （P.8）
・まちづくりを進める上で共有できる大きな方向性を示す。（P.9）

・基本構想の計画期間については、ある程度短期化（10年程度）
する。 （P.8）

基本構想で

大きな方向性を共有

・どんなまちでありたいのか
・共通するまちづくりの進め方

基本計画で

ありたいまちに向けた
取組の方向性を具体化

・短期化、一定期間で見直し

・多様な主体が協力していく必要性の
高まり
・先が読みにくい時代
・価値観の多様化

・時代の変化への対応の要請

■新たな総合計画の
コンセプト


